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研究成果の概要（和文）：本研究で取り上げた「宗家文書」は江戸時代の対馬藩の文書である。現在は複数の機関に分
散して所蔵されており、また各機関独自のフォーマットでデータ化されている。それらの研究利用を促進するため、各
機関の既存システムやデータをできるだけ生かしながら横断検索を実現することをめざした。東京大学史料編纂所・国
立国会図書館・九州国立博物館・長崎県立対馬歴史民俗資料館の関連データベース情報を事前に比較し、検索対象とす
る項目の割り当てを慎重に行って検索システムを作成して横断検索のテストを行った。その結果、実用上問題が無い検
索結果が得られることを確認した。

研究成果の概要（英文）：The "So family's document" we focused in this research is the documents of the dom
ein of Tsushima in the Edo period.Today those documents are owned by two or more organizations, and used b
y the original format of each organization.
We aimed at realizing crossing search, employing the existing system and data of each organization efficie
ntly as much as possible, in order to promote those research use. We assigned carefully the fields to make
 applicable to search. And we checked that the search results which are satisfactory practically were obta
ined. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
旧対馬藩（宗家）の文書は江戸時代の大名

家本研究が研究対象としている宗家文書は、
現存している近世の大名家文書群としては
有数の規模を持っている。また、規模の大き
さのみではなく、大名家文書が作成される中
心的な機関である藩庁と江戸藩邸双方の文
書が残されている点も特徴としてあげるこ
とができる。さらに対馬藩が持っていた朝鮮
との外交担当という特別な位置によって、日
本国外である釜山倭館において作成された
文書も残されており、他の大名家文書群とは
大きく異なる特徴も有している。 
 江戸・対馬・釜山それぞれで作成・利用さ
れた藩の文書は、近代以降の様々な経緯を経
て、分散的に所蔵されている。大きく分ける
と、日本国内・韓国内（韓国国史編纂委員会）
の２つであり、日本国内においても以下の６
ヶ所に分散している。長崎県立対馬歴史民俗
資料館所蔵分は、対馬藩庁で作成された文書
と釜山和館（倭館）で作成された文書の一部
分であり、『毎日記』をはじめとする冊子、
および一紙物など推定約７万２千点にのぼ
る。九州国立博物館所蔵分は、宗家の許に保
管された文書であり、御内書や老中奉書を中
心に約１万４千点である。東京国立博物館所
蔵分は、江戸藩邸作成の文書であり、約１６
０点である。国立国会図書館所蔵分は、釜山
和館の文書であり、『館守毎日記』をはじめ
として、約１６００点である。慶應義塾大学
図書館所蔵分は江戸藩邸の文書であり、通信
使記録を中心に約１０００点である。東京大
学史料編纂所所蔵分も江戸藩邸の文書で、
『江戸藩邸毎日記』など約２５００点である。
韓国国史編纂委員会所蔵分は、外交に関係の
深い文書を旧朝鮮総督府が選んで購入した
文書であり、朝鮮礼曹から宗家へ宛てた書契
など約２万８千点である。 
このように、大規模な文書群である上に藩

政時代のまとまりを一定度残しながら現在
に伝わっている宗家文書について、データベ
ース化の促進と横断検索システムの研究・構
築により、研究利用の進展をはかることを考
えたものである。 
 
２．研究の目的 
 宗家文書は全７ヶ所に分散して所蔵され
ているが、長崎県立対馬歴史民俗資料館所蔵
分については、文書数が最大であるとともに
整理作業中であるため、データベースの作成
推進など、重点的な対象とする。本研究で作
成する横断検索システムに含み、直接の研究
対象とするのは、まず長崎県立対馬歴史民俗
資料館・国立国会図書館・東京大学史料編纂
所の３館所蔵分とし、可能であれば九州国立
博物館等にも対象を拡大する。 
 本研究の横断検索システムの構築により、
所蔵機関の枠を越えた検索が可能となる。こ
れにより、宗家文書全体を対象とした時系列
的あるいは並列的な検索が行えるようにな

り、宗家文書の伝来・管理の研究や史料相互
の関係、藩政機構内外での政策処理システム
などの解明に大きな進展が見られることが
期待できる。すなわち、新たな藩政史研究の
ための技術的プラットホームをつくること
も本研究の課題である。また本研究で作成す
る横断検索システムは、インターネットを利
用しての検索が可能であり、より一層の利便
性の向上が期待できる。また、宗家文書の文
化財指定などを契機として、様々な所蔵機関
で進められてきたデータ化作業を前提とし
て、宗家文書の全体像の把握を行おうとする
点にも本研究の特色がある。 
 
３．研究の方法 
まず初年次（2010 年度）において、対馬歴

史民俗資料館にデータベースサーバを設置
し、そのサーバ上に「宗家文庫史料目録デー
タベース」を構築した。 
これは同館で PC 上に作成中の目録データ

（excel 形式、csv 形式）を利用して、同館
内部に設置した複数の端末からの入力校
正・検索を可能としたものである。上記目録
データは、原史料の属性に従って冊子類・一
紙類・絵図類の３種で入力項目が異なってい
たため、本データベースもそれに合わせたデ
ータ構成とした。また、次に記す横断検索に
対応する機能を持たせた。 
この準備過程で史料編纂所（科研グルー

プ）と対馬資料館の間で打ち合わせを行い、
史料編纂所サーバのデータベースと対馬資
料館の目録データを比較し、それぞれどの項
目（フィールド）を検索対象とするのが適切
であるか検討を重ねた。 
上記の対馬資料館データベースと東京大

学史料編纂所サーバに格納したデータベー
スの横断検索機能を開発した。これは、史料
編纂所側システムと対馬資料館システムの
間でデータベースの対応項目をあらかじめ
設定しておき、検索に際しては自サーバ DB
と相手サーバ DB を対象に検索処理（SQL）を
行い、それぞれで得られた結果を自サーバ側
からまとめて表示するものとした。インター
フェイスは WEB ブラウザ利用、検索はキーワ
ード入力、AND 検索・OR 検索可能、検索結果
はデータベースごと（東大・国会・対馬文書・
対馬冊子・対馬絵図）に件数表示、画像表示
モジュール対応とした。 
 ついで 2011 年度においては、九州国立博
物館のデータベースを横断検索の対象とす
るシステム拡張を行った。同館にはすでに公
開データベースシステムとして「宗家文書デ
ータベース」があり、詳細なデータが WEB か
ら参照できるようになっていた。このため、
同館のシステムにできるだけ手を加えるこ
となく横断検索が可能になるよう、同館のデ
ータベース管理者と協議を行った結果、理解
と協力をいただくことができた。すなわち、
九国博データベースの項目情報とWEBブラウ
ザ用に九国博サーバが書き出す HTML 文を元



に史料編纂所システムのプログラムが「解
釈」を行い、横断検索を行うようにした。対
馬資料館サーバから横断検索にアクセスし
た場合にも、史料編纂所サーバの機能を呼び
出して使用し、同じように横断検索の結果が
得られるようにした。 
 2011－12 年度においては、史料編纂所では
検索テスト、対馬資料館ではデータの登録と
検索を行いながら、不具合が判明した点につ
いてはシステムの改修を行い、セキュリティ
関係の機能追加を行った。 
2013 年度においては、史料編纂所サーバの

経年を考慮し、史料編纂所メインシステム内
に用意された仮想サーバ領域に本データベ
ースシステムをそのまま移設する仮想サー
バ化改修を行った。 
 
４．研究成果 
本研究で取り上げた「宗家文書」は、複数

の機関に分散して所蔵されており、また各機
関独自のフォーマットでデータ化されてい
る。それらの研究利用を促進するため、各機
関の既存システムやデータをできるだけ生
かしながら横断検索を実現することをめざ
した。 
東京大学史料編纂所では所属史料目録デ

ータベースのサブセットを作成し、これに国
立国会図書館の承諾を得て同館で既に公開
しているデータを加えて研究用データベー
スとした。これと長崎県立対馬歴史民俗資料
館で PC 上に作成していた目録データを元に
したデータベースとの横断検索を実現した。
また九州国立博物館で公開中のデータベー
スを対象とした横断検索を実現した。 
これらの実現に当たっては、各データ（未

データベース化の場合）・データベース（既
存データベースがある場合）の項目情報を事
前に入手し、それらがどのような意図で作成
されているか理解し、どの項目を検索対象と
すればより良い検索結果が得られるか検討
を行った上で項目の割り当てを行うことの
重要性が確認できた。 
また相手機関の了解を得て HTML 文の解析

を行うことが必要になるが、既存の公開用デ
ータベースに全く手を加えることなく、横断
検索の対象にできることも確認できた。なお
この手法では、複数の検索処理を連続して行
うことになるが、今回のシステムでは検索機
能・表示機能を限定したこともあって、実用
上問題が無い検索速度が得られることを確
認した。 
2013 年度に行った仮想サーバ化では、シス

テムに関わる諸設定が問題なく移行し、移設
前と同様に動作することを確認した。 
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